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海
外
日
誌
（
＋
五
）

ン
璋
・
老
昌
匂
n
o
昌
○
げ
。
α
霞
く
p
ド
プ
♂

∩
勲
一
需
．
d
「
暉
ω
．
〉
．

勺
齢
帥
自
。
詳

山
本
　
一
清

湘
月
噌
八
藏
、
火
）

　
今
日
の
天
文
多
婬
匡
當
市
ウ
ィ
ル
ソ
ン
町
天
丈
藍
本
郡
の
圖
書
室
で
開
か
れ

ア
ダ
ム
ス
氏
座
長
粛
な
り
、
十
時
μ
ら
翻
丈
が
多
く
獲
表
ぜ
ら
れ
れ
9
へ
ー
ル

氏
よ
り
の
手
紙
の
獲
表
芝
、
南
…
米
コ
ッ
ド
バ
よ
り
の
珍
客
ペ
ラ
イ
ン
氏
の
演
設

が
あ
っ
て
、
閉
會
。
直
ち
に
本
部
前
庭
で
一
同
紀
念
爲
眞
た
撮
り
、
次
に
、
軟

府
館
階
上
で
午
餐
會
た
開
く
。
自
分
ば
ペ
ラ
イ
ン
氏
ぜ
同
席
、
い
ろ
華
南
来

の
こ
マ
」
な
・
き
r
＼
Q

　
午
後
ば
二
時
か
ら
、
市
内
の
加
州
工
出
莱
學
院
で
ア
メ
リ
カ
物
理
學
命
筒
ご
の
聯

合
會
が
あ
っ
て
、
皆
そ
れ
に
出
席
し
六
〇
H
H
プ
ラ
ス
ケ
ト
氏
（
父
君
代
讃
）
の

星
雲
分
光
論
、
ス
ト
ロ
ム
ペ
ル
グ
氏
の
天
豊
運
動
論
な
ご
が
特
に
注
意
な
慧
い

カ
。　

午
後
六
時
よ
り
、
英
子
ご
共
に
、
市
内
の
大
學
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
糞
リ
グ
天

丈
憂
同
窓
會
に
出
席
。
但
し
、
昨
夕
か
ら
パ
ー
プ
レ
ー
の
大
火
事
で
、
カ
ン
ベ

甲
山
イ
シ
ナ
ー
両
氏
が
急
ぎ
婦
去
ぜ
ら
れ
六
力
め
此
の
會
に
昼
席
ぜ
ら
れ
な
か

つ
六
の
ば
遺
憾
で
あ
っ
索
。
莇
の
席
上
、
ス
エ
ジ
i
氏
の
懐
誇
談
（
三
十
六
吋

建
造
富
時
の
）
ば
面
白
か
つ
カ
。

嵐
月
十
九
日
（
水
）

朝
九
時
、
天
文
蘂
本
部
に
集
合
し
れ
天
文
家
出
共
に
＋
奴
．
塁
の
自
働
楽
隊
か

作
っ
て
ウ
イ
膨
ソ
ン
山
に
登
ろ
。
　
目
か
登
り
夢
助
カ
の
に
正
午
。
十
二
時
十
五

分
、
モ
ナ
ス
テ
リ
の
裏
庭
で
ラ
ン
チ
か
取
り
、
午
後
二
時
か
ら
百
吋
赤
道
、
恥
室

の
中
央
室
で
論
文
會
た
開
く
。
ツ
ヨ
イ
氏
の
ミ
ラ
星
観
予
注
度
愛
化
の
早
見
匡

薦
自
か
つ
れ
。
最
後
に
ア
ダ
ム
ス
氏
よ
り
へ
ー
ル
氏
の
「
器
嫉
進
歩
の
可
能
性
」

ぜ
」
い
ふ
長
丈
潜
口
端
が
あ
っ
て
閉
會
Q
そ
れ
か
ら
ド
ー
ム
の
外
に
餌
て
、
一
同

（
二
六
）

撮
影
す
。

　
午
後
山
ハ
吋
よ
一
り
ホ
テ
ル
で
晩
蔵
食
會
、
そ
れ
か
P
ワ
六
十
吋
ε
胃
［
吋
ご
ば
噸
舟
局
者

に
公
開
ぜ
ら
れ
六
。
肖
分
に
八
畦
牛
獲
の
自
働
車
で
下
山
、
十
時
錦
雫
。

洩
月
町
画
勢
臼
木
）

　
朝
九
時
か
ら
研
究
室
…
へ
行
マ
奇
・
、
A
コ
日
一
か
ら
ば
又
蔚
ん
の
通
n
り
太
阻
吻
八
刀
光
守
忽
員
た

槍
査
す
ρ

　
東
京
。
加
災
の
晧
の
日
本
の
新
聞
が
到
着
し
象
。

湘
月
罵
や
岡
日
ハ
金
｝

　
午
前
中
、
天
文
毫
本
部
地
下
室
で
ニ
コ
ッ
ソ
ン
氏
ご
太
陽
活
動
の
餐
化
問
題

に
つ
い
て
長
く
話
し
糞
Q

　
夕
方
、
田
村
氏
に
招
か
れ
て
晩
餐
な
頂
き
、
そ
れ
か
ら
麟
途
、
ソ
イ
…
・
ン
ド

劇
場
で
「
一
九
二
二
年
。
承
分
」
々
見
ろ
。

甑
月
漏
牽
罵
日
（
土
）

　
今
日
ば
六
陽
活
勒
の
」
期
た
計
算
し
糞
。
そ
し
て
可
な
り
意
昧
あ
ろ
も
の
な

畿
見
し
カ
。

　
英
子
匡
終
日
田
村
氏
宅
へ
行
っ
て
仕
…
畢
即
し
て
ゐ
六
Q

夜
、
讃
書
し
な
が
ら
、
聲
働
問
題
の
原
理
に
つ
い
て
大
に
さ
ご
ろ
ご
こ
ろ
が

あ
っ
カ
Q

畿
北
野
↑
留
日
（
目
）

　
朝
堂
畦
、
松
尾
氏
に
迎
え
・
り
れ
㍉
自
動
市
内
で
モ
ン
テ
ベ
ロ
に
行
き
、
宜
ハ
の
地

の
口
H
本
人
日
曜
學
校
讐
徒
F
英
而
説
教
碑
し
穴
Q
そ
れ
か
ら
ホ
イ
テ
ァ
の
松
尾

氏
宅
で
午
餐
た
い
た
穿
吾
、
、
次
で
デ
イ
牧
師
ご
城
之
口
氏
ミ
た
順
に
訪
問
。
四

暗
頃
ま
で
城
之
口
氏
の
カ
ー
で
市
内
な
ド
ラ
イ
ヅ
し
、
有
名
な
カ
レ
ジ
や
敏
會

堂
た
見
ろ
9
四
時
炉
ら
匡
日
本
人
教
會
で
説
敏
Q
そ
れ
か
ら
叉
、
近
く
の
サ
ン

タ
フ
ェ
汕
田
地
た
㎜
愛
し
象
。

　
夜
入
時
か
ら
フ
レ
ン
ド
敏
會
日
曜
日
校
講
堂
で
日
本
人
の
☆
め
に
天
丈
講
演

た
し
、
十
枚
ぽ
か
け
の
幻
燈
書
岩
見
ぜ
れ
。
夜
十
二
時
露
出
Q

允
目
嵩
十
鱒
圏
（
月
）

　
十
時
か
ら
研
究
室
。
太
陽
熱
の
二
十
七
日
週
期
ぱ
登
り
確
か
な
結
果
で
に
な

い
。
太
陽
顕
著
の
表
面
位
置
に
つ
い
て
に
可
な
り
癒
白
い
系
ま
り
為
見
力
o
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英
子
に
、
午
前
申
、
準
岩
夫
人
な
訪
問
、
午
後
ロ
ス
・
ア
ン
ゲ
ソ
ス
行
。

　
夕
方
、
爾
人
散
歩
。
八
時
か
ら
自
分
ば
Y
M
C
A
へ
行
き
、
ヴ
ン
デ
ン
リ
ン

デ
ン
君
亡
共
に
、
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
心
理
大
學
の
ハ
～
ン
夫
人
の
講
演
た
き
く
。

海
月
島
や
麗
日
、
火
）

　
朝
か
ら
研
究
室
で
、
太
陽
熱
オ
カ
〃
シ
ウ
ム
雲
ビ
の
荒
目
白
係
の
護
る
も
の

か
見
つ
け
六
。

　
夕
方
、
田
村
氏
宅
葎
訪
問
。

　
海
老
、
中
村
爾
君
か
ち
東
京
大
地
震
の
手
紙
が
五
六
。

熟
月
島
†
爽
日
高
水
）

　
朝
早
く
、
ア
パ
ー
㍗
メ
ン
ト
内
の
隣
室
に
移
着
り
三
十
分
で
終
る
。

　
研
究
室
で
に
、
太
陽
熱
ご
カ
ゥ
シ
ウ
ム
雲
こ
の
長
年
に
わ
六
ろ
早
均
値
を
比

較
す
。
太
陽
熱
に
年
週
雨
乞
が
あ
ろ
ら
し
い
ρ

　
英
子
に
朝
十
時
か
ら
田
村
夫
入
を
訪
問
、
午
後
ば
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
市
．
へ
。

允
月
二
呼
噴
日
「
木
）

　
李
常
よ
リ
早
・
研
究
室
に
出
国
、
込
み
入
っ
た
計
算
た
し
六
ぜ
い
か
、
午
後

三
時
頃
領
ろ
疲
勢
た
覚
え
カ
の
で
、
昂
途
、
ぶ
ら
～
㌔
コ
ロ
ラ
ド
衙
為
歩
き
、

ヅ
ル
ー
マ
ン
書
換
で
フ
ィ
ズ
の
演
劇
骨
面
買
っ
て
婦
っ
て
済
む
。

洗
月
園
四
や
み
日
ハ
金
）

　
本
部
地
下
室
で
太
陽
黒
鳥
定
熱
量
攣
動
ぜ
た
比
較
研
究
す
。
材
料
が
確
か

で
、
且
つ
、
豊
富
で
あ
る
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
興
味
が
．
幽
き
な
い
氣
が
す
る
Q

，
五
時
露
宅
。
食
後
散
歩
Q

轟
月
嵩
胃
癌
日
（
土
）

　
今
日
も
昨
日
の
画
き
で
、
太
陽
熱
亡
黒
黙
ご
の
比
較
硯
究
に
多
忙
で
あ
っ

六
。
今
口
で
一
九
二
↓
年
分
ル
終
る
Q

　
夕
方
、
田
村
氏
方
で
晩
餐
奄
い
カ
ゴ
く
。

甑
月
謹
十
目
（
日
）

　
朝
れ
坊
な
し
た
。
．
朝
食
匡
十
時
Q

　
正
午
か
ら
、
御
寝
無
雑
　
箒
で
、
ぶ
ら
一
月
コ
ロ
ラ
ド
街
な
散
歩
し
な
が
ら

プ
ル
〃
サ
イ
ド
公
困
た
行
っ
六
ら
、
人
が
多
く
て
大
鍵
な
賑
ぼ
ひ
で
あ
っ
☆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

青
草
の
上
に
腰
た
下
し
、
お
す
し
を
食
べ
な
が
ら
牛
日
准
愉
快
に
逼
り
、
麟
途

パ
サ
デ
ナ
劇
場
で
「
ス
、
ボ
矛
、
ラ
ー
し
を
親
．
る
Q

　
午
後
六
時
か
ら
、
迎
へ
ら
れ
て
、
ロ
ス
ア
ン
ゲ
ソ
ス
の
日
本
人
の
〃
リ
ス
チ

ャ
ン
教
命
員
へ
行
－
｝
・
、
二
時
削
間
隅
ド
ト
わ
・
匹
っ
て
、
工
人
丈
學
の
涌
聞
俗
講
話
な
試
み
ワ
、
ム
ー

一
時
鎌
宅
。

嚢
巻
軸
日
、
月
）

　
午
後
四
時
頃
ま
で
本
館
地
下
室
で
例
の
通
り
太
陽
分
光
爲
翼
の
槍
査
）
俺
日

痕
の
研
究
の
こ
羅
果
の
目
畠
罪
が
つ
姦
・
か
漁
り
て
來
糞
の
で
、
取
り
敢
へ
や
・
ア
ポ
駆
氏

に
報
告
書
九
～
か
く
。

　
ん
ク
弔
刀
、
散
歩
の
ノ
つ
い
で
、
、
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
の
ノ
士
ロ
田
卯
↓
二
面
．
肩
へ
西
日
を
打
つ
。

そ
れ
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
乖
賀
の
ス
著
ラ
ン
ド
劇
場
で
n
口
本
よ
q
薪
曇
胴
の
東
晶
尽
及
び
横

議
地
方
大
震
災
活
動
爲
眞
た
見
ろ
Q
其
の
悲
滲
な
有
最
ば
、
今
更
、
心
々
暗
く

さ
ぜ
糞
。
今
日
ば
震
災
の
恰
も
…
ケ
曲
目
で
あ
る
。

十
月
遅
日
（
火
）

　
午
前
中
、
天
文
．
・
”
．
．
本
館
で
一
九
二
二
年
度
分
の
雨
極
目
鵬
の
距
離
か
測
ろ
Q

　
午
後
ば
英
子
ご
共
に
ロ
ス
ア
ン
ゲ
ソ
ス
行
き
ρ
英
子
ば
一
先
づ
三
校
へ
。
自

分
ぽ
正
金
銀
行
へ
立
ち
与
り
、
そ
れ
か
ら
ス
プ
沸
ン
グ
衝
な
通
っ
て
、
束
第
六

街
の
小
葉
愛
甲
々
訪
ひ
、
夕
刻
、
英
予
も
來
六
の
を
待
ち
合
ば
ぜ
て
、
共
に
パ

サ
デ
ナ
へ
麟
つ
糞
Q

　
夕
食
後
、
田
村
郡
宅
を
読
問
。
恰
も
、
ハ
リ
ウ
ド
の
高
岡
、
角
皆
爾
氏
も
來

ら
れ
十
↓
畔
頃
ま
で
話
し
六
。

呼
稀
麗
6
（
水
）

　
今
一
九
二
三
年
初
め
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
雲
ビ
太
陽
熱
ビ
の
遠
雷
々
調
査

し
、
ほ
ゴ
前
日
の
結
果
秘
た
し
か
め
糞
。
そ
れ
か
ら
一
九
二
惜
年
度
沖
こ
九
二

三
年
ぜ
の
爾
極
の
距
離
測
定
に
定
り
か
㌧
ろ
。

や
月
鶴
日
（
木
）

　
両
極
黒
黙
の
距
離
芝
磁
揚
の
強
さ
ミ
の
間
に
一
種
の
昌
昌
が
あ
る
こ
亡
た
獲

見
し
六
Q
午
後
ほ
本
部
地
下
室
で
黒
黙
各
個
の
生
長
史
な
研
究
す
Q

　
夜
、
田
村
氏
な
訪
問
。
英
子
巨
出
打
上
っ
六
同
氏
夫
入
服
を
渡
し
乳
。
こ
れ

で
一
ご
高
き
Q

壷
月
蕊
臼
（
金
）

（
二
七
）
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終
日
、
本
部
地
下
室
で
太
陽
黒
黙
の
生
長
吏
為
研
究
9
非
常
に
皿
味
あ
ろ
事

柄
で
あ
ろ
が
、
む
し
ろ
．
材
料
多
く
、
日
子
足
ら
ざ
る
潜
恨
む
。

　
夕
食
に
田
村
氏
方
で
御
馳
走
）
其
の
後
足
糾
し
て
、
お
そ
く
ま
で
勉
強
ず
。

壷
二
曲
ハ
日
（
±
）

　
今
日
か
ら
太
陽
黒
黙
定
ガ
ス
雲
ご
の
相
關
鍵
励
布
検
査
し
始
め
る
こ
オ
定
す

る
。

　
夕
方
、
市
内
散
歩
Q

†
月
當
臼
（
日
、

　
朝
㍉
鍵
和
田
氏
の
喬
動
車
に
の
ぜ
ら
れ
．
て
、
ハ
リ
ウ
ド
猫
立
敏
會
に
行
き
、

同
所
で
十
二
時
か
ら
開
か
ち
」
、
高
岡
牧
師
軌
任
認
日
建
一
に
列
席
、
席
上
、
新

し
く
、
俘
、
木
村
爾
氏
に
會
つ
．
乳
Q
會
ほ
大
獲
な
盛
況
で
叉
、
御
馳
走
で
あ
っ

六
〇
偏
†
後
げ
n
「
日
曲
高
m
囲
氏
の
薪
宅
へ
招
か
れ
、
夕
A
艮
後
、
胃
冊
ぴ
教
・
曾
へ
行
必
㌧
、

夜
の
集
會
で
、
「
基
督
教
の
根
本
問
題
」
ご
題
し
三
時
間
ほ
こ
研
感
た
蓮
べ
頭
。

思
ふ
事
多
く
時
間
不
足
の
又
．
が
あ
り
、
た
め
に
道
々
論
理
秘
定
ぱ
し
、
　
一
般
來

合
日
者
に
ば
氣
の
毒
で
あ
っ
乳
や
う
に
も
思
ふ
。
こ
れ
が
μ
田
所
で
自
分
の
最
終
の

畦
間
な
の
だ
Q

　
夜
牛
、
途
ら
れ
て
麟
宅
。

十
月
八
日
（
月
）

　
十
一
時
、
「
政
府
館
」
の
階
上
で
開
か
れ
六
「
雑
誌
會
」
の
打
ち
合
ぜ
會
に
爾

糞
。
午
後
ば
太
陽
の
活
動
裏
面
の
攣
．
動
な
細
密
に
検
査
、
殆
ん
ご
結
論
の
鍵
を

握
つ
六
ビ
思
つ
糞
巨
夕
方
、
結
果
の
緩
め
方
か
考
へ
な
が
ら
、
徒
歩
で
后
毛
◎

十
月
三
日
（
火
）

　
朝
、
天
文
凄
「
へ
行
っ
て
見
れ
ば
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
の
高
木
島
田
爾
氏
が
ナ
フ

イ
ス
に
待
ち
居
ら
れ
か
。
圖
書
室
な
ご
な
見
ぜ
て
、
暫
く
雑
談
。
午
後
、
地
下

室
で
一
九
一
＝
年
．
度
の
黒
黙
の
磁
力
骨
化
奄
検
査
す
Q

　
夜
、
宅
で
ペ
ラ
イ
ン
践
の
妻
室
星
上
鮎
た
よ
む
Q

†
翔
÷
日
）
水
）

　
胡
制
、
ガ
ー
デ
ン
グ
・
ロ
ブ
の
俘
氏
が
來
訪
せ
ら
れ
る
筈
で
十
「
時
ま
で
宅
に

待
っ
て
る
れ
が
、
見
え
な
か
つ
云
の
で
天
丈
皇
へ
出
か
け
糞
Q
　
（
草
中
、
ラ
イ

プ
ラ
つ
公
園
で
、
ス
二
二
ニ
ウ
ス
肚
の
主
催
の
ベ
ー
ス
、
ボ
ー
シ
試
合
ス
』
ア

（
二
入
）

板
た
珍
ら
し
く
見
☆
ゆ
田
々
興
味
あ
る
や
り
方
で
あ
ろ
ご
、
ほ
ビ
／
＼
感
心
Q

　
天
丈
姦
で
、
一
九
二
「
年
・
度
の
黒
黙
の
磁
力
愛
化
の
槍
査
終
る
。

　
夜
、
招
か
れ
て
、
田
村
氏
宅
で
御
自
走
Q
そ
れ
か
ら
離
出
し
て
、
ス
ト
ル
ー

バ
ン
氏
の
最
澄
天
ナ
入
由
製
に
・
目
た
涌
碍
す
O
察
へ
く
で
、
、
飴
め
て
室
崩
内
の
ガ
ス
・
ス
ト

ー
ヴ
た
燃
や
す
。

勢
月
十
図
騒
（
木
）

　
今
日
ほ
一
・
九
二
二
年
ド
こ
九
二
三
年
・
初
年
期
の
太
陽
黒
黒
攣
化
な
碍
究
す
Q

研
究
の
蓮
渉
模
様
か
ら
見
て
、
當
地
澄
在
の
口
数
が
足
り
な
さ
さ
う
に
思
ば
れ

少
々
あ
せ
G
氣
昧
で
あ
．
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

夕
食
に
英
子
に
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
か
ら
お
す
し
存
工
っ
て
來
糞
O

　
夜
に
火
星
の
蓑
為
作
つ
挙
り
す
る
。

命
月
呼
農
目
（
金
）

　
今
日
に
コ
ロ
ン
バ
ス
の
新
大
陸
喪
見
記
念
日
で
、
来
國
［
ぱ
…
般
に
休
日
た
や

っ
て
み
る
Q
し
か
し
天
仁
蔓
ば
別
で
あ
ろ
Q

　
自
分
ば
太
陽
熱
の
黒
熱
に
よ
る
影
鱈
∵
の
模
範
例
急
撃
鐸
す
。
午
後
、
セ
ン
下

ジ
ョ
ン
氏
の
、
介
で
蜀
逸
ハ
ン
プ
ツ
グ
天
交
声
長
シ
ヨ
ル
氏
に
會
つ
ヵ
赤
ら
顔

の
太
つ
乳
好
々
館
で
あ
ろ
。
腰
も
低
¢
。

十
月
十
留
画
日
（
止
、

　
午
前
中
、
、
研
究
室
で
、
ア
ダ
ム
ス
蔓
．
長
に
、
頃
臼
來
の
太
陽
攣
動
研
究
の
大

髄
群
馬
管
し
☆
o
塵
長
ば
大
へ
ん
に
喜
ん
で
く
れ
六
〇
自
分
も
上
元
氣
で
正
午

「
旦
帰
宅
。

　
午
後
二
時
過
ぎ
、
約
束
に
よ
り
、
弟
ネ
タ
の
江
上
牧
師
に
迎
え
ら
れ
、
自
動

車
に
乗
ぜ
ら
れ
て
、
南
下
Q
ロ
ス
ア
ン
ゲ
ソ
ス
、
が
ー
デ
ナ
た
経
て
モ
ネ
タ
に

入
り
、
翌
々
亡
し
力
艮
本
人
農
場
な
一
甦
、
夕
計
時
、
モ
ネ
ぶ
敷
幅
の
翻
の
岡

氏
宅
に
着
O
夕
食
後
、
同
教
會
堂
で
開
か
れ
ろ
青
年
共
働
會
に
列
席
し
、
一
揚

の
天
丈
講
話
か
し
糞
。
夜
ぱ
江
上
貴
宅
で
書
ま
ろ
Q

　
此
日
、
パ
サ
デ
ナ
市
の
西
に
當
り
大
斗
な
山
灰
事
が
あ
っ
て
、
書
の
中
か
ら

恐
ろ
し
い
燗
が
空
為
掩
ひ
、
夜
に
炎
の
色
が
殊
に
物
凄
か
つ
カ
〇

十
月
十
翻
訳
（
臼
）

　
朝
十
一
．
碑
．
、
江
上
氏
．
に
鈴
匡
れ
て
カ
ム
プ
下
ン
の
口
哩
學
校
に
行
き
、
小
児
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達
に
謡
．
し
六
。
こ
㌔
の
小
見
れ
ち
．
に
特
に
美
し
い
顔
色
た
し
て
ゐ
六
．
の
が
目
立

っ
て
見
え
六
。
田
園
生
活
の
故
だ
ら
う
か
。

　
お
書
頃
、
少
し
獲
熱
し
六
器
味
な
の
で
、
干
た
取
ら
す
、
江
上
氏
宅
の
床
上

で
眠
つ
れ
。
四
時
頃
輕
自
書
な
つ
カ
の
で
、
外
に
出
て
折
り
か
ら
、
會
堂
か
ら

各
自
の
家
に
録
り
が
け
の
モ
ネ
タ
日
曜
學
校
の
小
知
六
ち
の
爲
眞
な
ご
撮
ろ
。

　
為
グ
申
刀
、
江
上
氏
ご
菰
ハ
に
r
自
H
動
車
で
、
東
サ
ン
ペ
ド
ロ
の
目
同
本
・
国
教
量
感
へ
門
付
鳶
・
、

伊
東
牧
師
墓
守
に
迎
へ
ら
れ
、
詰
り
し
い
n
口
本
食
々
頂
賑
い
☆
後
、
含
罰
堂
で
二
時
間

の
天
丈
講
演
た
し
六
〇
三
百
人
ば
確
か
に
集
っ
て
み
れ
。

　
夜
市
十
一
時
十
二
分
獲
の
電
車
で
、
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
ま
で
に
昂
っ
た
が
、

そ
こ
で
パ
サ
デ
ナ
行
・
き
の
電
車
か
失
ひ
、
庇
む
な
く
、
東
六
番
街
の
小
葉
竹
氏

の
宅
で
せ
ま
ろ
。

辱
蜀
十
誠
日
冨
月
）

　
朝
、
小
葉
竹
氏
に
曲
朝
食
た
頂
嘉
・
、
入
時
牛
パ
サ
デ
ナ
に
麟
㎜
る
Q
そ
れ
か
ら
硯

究
室
に
行
者
、
一
九
一
九
一
二
〇
繭
年
度
の
太
陽
日
黙
．
一
極
調
査
乱
す
ろ
。
十

皿
時
牛
頃
、
圖
霊
見
至
で
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
グ
天
丈
畑
藍
長
ヲ
ヨ
ル
氏
ざ
暫
【
く
灘

飽
し
お
。
此
の
人
に
全
く
好
い
彿
爺
さ
ん
だ
Q

　
午
後
二
時
孚
、
ロ
ス
ァ
ン
ゲ
レ
ス
の
サ
ン
タ
・
フ
エ
騨
へ
行
っ
て
、
東
部
よ

り
到
着
し
旗
吉
田
卯
三
七
君
一
行
な
迎
え
、
ミ
カ
ド
・
ホ
テ
ツ
で
夕
方
ま
で
世

聞
請
し
Q
そ
江
か
ら
一
富
士
で
夕
食
た
共
に
し
、
英
子
蜜
共
に
夜
十
…
蒔
肥
宅
。

　
今
旺
、
べ
一
の
ヅ
ン
ビ
ー
巽
建
、
ロ
書
エ
ッ
天
丈
蔓
の
ス
ラ
イ
フ
ア
蔓
長
置

か
ら
招
待
状
を
受
取
ろ
。

†
月
衡
究
日
（
火
）

　
約
束
に
よ
り
、
朝
九
時
牛
か
ら
吉
田
卯
三
郎
君
な
案
内
し
、
天
丈
憂
用
自
動

‡
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
に
登
ろ
。
ア
ダ
ム
ス
肇
長
も
同
乗
し
カ
が
、
吉
田
君
ご
自

分
ご
ば
日
本
語
で
大
に
話
し
つ
㌧
行
く
。
山
上
で
に
丁
度
鍍
金
中
の
六
十
吋
望

遠
鏡
や
、
百
五
十
眼
の
太
陽
塔
ρ
、
ス
ノ
i
太
陽
鋭
、
そ
れ
か
ら
暗
黒
の
百
吋

ド
下
ム
奄
手
さ
ぐ
り
に
見
糞
り
し
て
み
ろ
申
に
、
會
々
ロ
ス
ア
ン
ダ
レ
ス
市
か

ら
登
山
し
て
來
π
高
木
梅
巻
氏
に
輿
曝
し
、
絶
念
爲
翼
な
ご
撮
ろ
。

　
午
後
三
時
，
吉
．
田
君
ご
共
に
下
山
。
研
究
室
で
キ
ン
グ
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
爾

氏
の
案
内
で
立
振
な
物
理
實
験
至
た
見
糞
。
そ
れ
か
ら
同
道
し
て
ロ
ス
ア
ン
ゲ

ソ
ス
市
に
行
き
、
黒
馬
で
甥
れ
、
吉
田
君
．
に
旅
館
（
、
自
分
に
．
三
指
縷
の
集
會

に
出
席
す
。

　
三
光
櫻
で
匡
、
小
葉
竹
、
高
岡
言
託
の
斡
旋
で
自
分
等
夫
妻
の
逡
剃
會
が
七

時
置
ら
催
さ
れ
、
男
女
二
十
絵
名
の
出
席
で
あ
っ
六
Q
十
時
牛
、
ホ
イ
テ
ア
の

林
氏
の
自
動
車
に
逡
b
れ
て
囁
宅
Q

十
月
や
駐
軟
水
）

　
午
前
中
、
硯
究
室
で
太
陽
磁
力
の
研
究
の
績
き
。

　
尺
T
後
二
時
か
ら
、
俘
武
氏
に
俘
曽
μ
れ
■
て
、
ガ
ー
デ
ン
。
ゲ
ロ
ヴ
な
ろ
同
氏
の

家
に
行
き
、
日
点
前
、
附
近
の
大
農
揚
な
占
奪
、
い
か
に
も
大
陸
的
な
戸
々
ぜ

し
力
氣
分
に
な
ろ
、
夕
食
後
、
集
っ
て
來
六
青
年
建
に
天
文
講
話
な
し
、
十
時

．
牛
僻
去
、
電
車
で
蹄
宅
。

「
や
掃
†
汎
日
（
木
）

　
午
崩
中
、
一
九
一
入
年
度
の
太
陽
黒
黙
研
究
Q
も
に
や
研
究
も
略
々
結
末
に

近
づ
い
六
の
で
、
A
直
の
午
後
か
ら
〇
三
｝
・
①
ぎ
穿
§
。
g
訓
g
印
。
σ
q
ξ
醒
。

＞
o
”
ぞ
津
図
o
ρ
鏑
Φ
m
9
旨
○
○
⇒
。
。
㌶
勘
定
い
ふ
題
で
論
又
な
タ
イ
プ
し
始
め
る
り

　
夜
、
宅
で
計
算
中
、
太
陽
黒
黙
の
磁
極
芝
太
陽
書
庫
氣
の
深
さ
ぜ
の
問
に
一

つ
の
手
掛
か
り
為
見
出
し
れ
。

　
英
子
に
午
後
，
學
校
で
迭
別
面
痛
し
て
貰
つ
☆
ぜ
い
ふ
。

十
月
下
帯
日
（
金
U

　
今
日
ほ
、
終
日
、
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
の
暗
室
で
、
論
文
挿
入
用
の
黒
鮎
爲
眞
な

作
る
。

　
夕
食
に
田
村
氏
方
に
招
か
れ
六
〇

　
夜
，
宅
で
研
究
々
績
行
、
カ
ル
シ
ウ
ム
班
オ
太
陽
亡
の
量
的
關
係
旭
知
つ
穴
。

十
月
目
㎜
†
日
（
士
）

　
朝
十
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
，
綾
け
さ
ま
に
、
研
究
室
地
下
室
で
一
九
一
七

f
一
入
年
度
の
黒
山
研
究
に
ふ
け
る
。
夜
、
贈
れ
な
宅
で
計
算
し
て
見
た
が
、

此
の
年
度
ほ
太
陽
活
動
の
旺
盛
期
な
の
で
、
現
象
が
穿
り
復
雑
に
過
ぎ
、
一
九

二
〇
一
二
二
年
度
の
や
う
な
一
目
瞭
然
六
ろ
結
果
が
見
え
な
い
。

幸
鼻
翼
寄
網
日
（
日
）

　
曲
朝
十
一
時
、
．
パ
サ
デ
ナ
合
同
教
習
日
で
「
鵜
四
日
の
一
興
理
」
霊
一
題
し
て
説
教
匂
ミ
ス
・

（
二
九
）
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ク
ラ
ー
ク
が
來
魏
し
て
ゐ
カ
Q

　
午
食
ぜ
夕
食
定
ば
田
村
氏
方
で
い
六
鷲
く
。
夜
、
ま
六
号
會
に
集
ま
り
、
自

．
分
等
の
逡
甥
會
が
開
か
れ
る
。
席
上
自
分
域
「
墓
督
信
者
の
責
任
」
ピ
題
し
て
所

感
た
述
べ
カ
〇
十
聴
手
宅
〇

十
脚
月
陶
醐
窄
嵩
日
（
潟
）

　
朝
か
ら
宅
で
論
文
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
Q
夕
方
ま
で
に
大
略
終
ろ
。

　
午
後
、
硬
究
室
に
出
か
け
、
暫
く
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
定
太
陽
黒
鮎
汗
動
に
關
す

お
意
見
潜
交
換
す
ろ
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
は
顧
ろ
用
心
深
い
保
｛
寸
下
節
だ
。
．

　
い
よ
〆
＼
－
パ
サ
デ
ナ
出
窮
ハ
た
來
ろ
木
曜
目
［
ビ
決
定
。

÷
一
月
罵
や
蔦
環
（
火
）

　
朝
十
時
、
天
墨
壷
で
偶
々
ア
ボ
ト
氏
に
會
ひ
、
未
完
の
ま
、
の
論
丈
た
｝
疲

通
讃
し
て
貰
ふ
こ
マ
」
に
し
宏
。
そ
れ
か
ら
，
自
分
ば
室
で
水
素
班
の
爲
撰
な
ご

整
理
し
大
。
天
丈
盛
で
に
、
ジ
ョ
イ
氏
が
ミ
ラ
星
の
俘
星
か
一
見
し
象
定
て
大

評
判
。

　
夜
、
母
岩
氏
夫
妻
來
訪
。

　
奨
子
匡
、
今
日
限
り
，
學
校
に
止
め
ろ
。

争
剛
月
虹
や
贈
日
一
水
）

　
朝
、
ア
ボ
ト
氏
よ
り
論
丈
為
受
取
り
、
之
れ
に
紅
玉
ハ
秘
添
え
て
ア
ダ
ム
ス
豪

雪
に
提
出
す
。
そ
れ
か
ら
後
事
た
ミ
ス
・
ハ
ー
ウ
ド
に
引
き
纏
ぐ
。

　
午
後
ば
四
時
か
ら
天
丈
豪
激
府
館
縷
上
で
雑
誌
會
に
、
C
G
ア
ポ
｝
氏
に
恒

日
、
、
の
熱
線
灘
測
結
采
ム
報
告
し
ハ
。
そ
れ
か
ら
宅
で
二
途
り
。
夕
方
、
ウ
ナ
タ

ー
ハ
ウ
ス
、
田
村
爾
家
へ
暇
乞
ひ
に
行
く
。

噌
向
月
曜
三
三
B
木
）

　
瑚
早
く
か
ら
毛
で
荷
作
り
〇
九
時
か
ら
天
丈
．
，
、
巌
へ
行
っ
て
、
日
本
ご
ボ
ス
ト

ン
ビ
へ
迭
ろ
土
物
の
仕
別
け
な
し
、
そ
れ
か
ら
・
…
別
れ
の
挨
拶
の
六
め
各
室
為
ま

ば
る
Q

　
正
午
麟
宅
0
　
大
曲
何
物
払
u
ス
テ
ー
シ
ヨ
　
ン
へ
運
ぶ
O

　
午
後
三
畔
い
よ
ー
パ
サ
デ
ナ
出
獲
。
先
づ
電
軍
で
ロ
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
の
小

葉
竹
或
方
へ
行
き
、
暫
く
、
質
物
の
雲
め
、
市
街
た
あ
ろ
吾
，
そ
れ
か
ら
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
）

タ
・
フ
ェ
停
車
揚
に
着
）
見
逡
ら
れ
て
，
午
後
五
時
ミ
シ
ヨ
ナ
U
號
に
塔
乗
出

嚢
Q
一
す
ぐ
日
没
、
疲
憂
に
入
ろ
Q

や
月
画
剛
や
爽
臼
ハ
金
）

　
車
ば
走
ろ
Q
朝
八
畦
五
十
分
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
セ
リ
グ
マ
ン
鷹
で
食
事
Q
、
こ

か
ら
時
刻
ば
山
中
時
に
攣
更
Q
書
食
ロ
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
鰐
。

　
午
後
一
時
四
十
分
、
フ
ラ
グ
ス
ダ
エ
．
贋
。
E
C
ス
ラ
イ
フ
ア
君
に
迎
へ
ら
8
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ズ

白
動
卓
で
直
ち
に
ロ
ー
エ
ル
天
浜
玉
に
俘
に
れ
索
し
天
爵
塵
ば
町
外
の
［
．
火
星

ヒ
ル丘

」
上
に
あ
っ
て
見
晴
し
が
好
い
。
北
に
は
一
萬
三
千
眼
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
峯
が
聾
え
て
居
ろ
。

　
天
盛
㎏
鞠
畷
で
ほ
蔓
長
V
M
ス
ラ
イ
フ
ァ
氏
に
迎
え
ら
れ
、
二
十
四
吋
の
望
遠
鏡

ρ
固
書
港
内
の
多
く
の
天
魏
爲
出
た
見
ぜ
ら
れ
カ
Q
夕
方
、
食
事
の
大
め
下
町

へ
下
り
、
す
ぐ
又
迎
え
ら
れ
て
天
丈
蔓
に
録
っ
て
、
先
刻
に
4
音
画
き
多
く
の

天
膿
分
光
爲
翼
為
設
明
ゼ
ら
れ
カ
。
午
後
入
時
過
ぎ
、
大
急
ぎ
、
二
十
四
吋
で

星
團
な
ご
見
穴
後
．
仁
‡
揚
に
馳
り
つ
け
、
二
心
獲
の
ス
カ
ウ
ト
號
に
乗
る
。

ー
ー
・
ロ
ー
エ
ル
天
丈
恥
量
に
に
僅
か
鵡
丁
門
目
の
訪
問
で
あ
っ
☆
け
れ
ご
、
爾
ス
ラ
イ

フ
ァ
の
親
切
な
待
遇
に
．
よ
り
、
愉
快
で
あ
っ
れ
ぽ
か
q
で
な
く
、
脇
門
的
に
非

常
に
力
強
い
暗
示
た
少
な
か
ら
ず
受
け
カ
。
殊
に
彗
星
ビ
遊
星
の
爲
貫
及
び
火

星
月
面
雛
上
に
最
も
頁
い
も
の
な
得
力
Q

や
月
嵩
÷
・
囎
圏
（
土
）

　
終
日
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
づ
ロ
ラ
ド
の
沙
漠
申
か
走
り
つ
穿
け
ろ
。
朝
食
に
ア
ル

ビ
ユ
カ
ー
ク
、
霊
食
ば
ラ
ス
・
ヴ
イ
ガ
ス
、
夕
食
は
｝
リ
ニ
ダ
ド
。
す
べ
て
此
の

サ
ン
タ
フ
エ
線
の
食
事
に
ば
列
車
が
適
當
な
麟
で
特
に
三
十
分
問
停
車
し
て
く

れ
る
の
で
大
攣
氣
持
よ
く
感
じ
糞
。
1
一
廣
々
定
し
ヵ
野
原
為
族
行
し
て
見

て
、
蓮
い
昔
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
牧
者
宝
ち
の
原
蛤
生
活
か
偲
び
、
曜
調
な
地
上
の

景
色
よ
り
も
、
美
し
い
天
上
の
星
に
、
自
然
、
其
の
眼
た
む
け
、
そ
こ
に
天
丈

學
が
誕
生
し
密
行
身
方
が
今
始
め
．
て
了
解
さ
れ
．
る
や
う
に
患
ふ
o


